
臍帯脱出について

産科医療関係者は、分娩管理を行うにあたり以下について認識する。

（１）臍帯脱出が起こった３件すべてに、経産婦、頭位、分娩誘発、メト
ロイリンテル挿入、メトロイリンテル自然脱出、妊産婦の移動、人
工破膜という共通点があった。

（２）児頭が一度固定されたとしても、妊産婦の移動や体位交換など
により児頭の位置が変わることがある。

（３）臍帯下垂がないことを内診や超音波で確認しても、臍帯脱出を
きたした事例があった。

※この内容の詳細は、「第１回　産科医療補償制度　再発防止に関する報告書」Ｐ54から61をご参照ください。

公益財団法人 日本医療機能評価機構

再発防止委員会からの提言再発防止委員会からの提言
　産科医療補償制度再発防止委員会において取りまとめた「第1回　産科医療補償制度　再発防
止に関する報告書」の「テーマに沿った分析」の中で提言を行っています。提言は、産科医療関係
者の皆様にこれだけは行っていただきたいと考える内容です。産科医療関係者の皆様にとっては、
日常の臨床現場で当然行っていると思われる内容もありますが、一方で実際に掲載した事例のよ
うなことが起こっていることも事実です。提言を今一度、日々の診療等の確認にご活用ください。
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この情報は、再発防止委員会において取りまとめた「第1回　産科医療補償制度　再発防止に関する報告書」の「テーマに沿った分析」を一部抜粋したものです。
本制度の詳細および本報告書につきましては公益財団法人日本医療機能評価機構のホームページ（http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/）をご参照ください。
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